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■編集発行
〒８６１‐０５９２
熊本県山鹿市役所
総務部秘書課
広聴広報係
10968‐43‐1112
50968‐44‐0373
（毎月１日・15日発行）

＊掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決め
による漢字を使用しています（広聴広報係）

ホームページアドレス
http://www.city.yamaga.kumamoto.jp

エコマーク認定の再生紙を使用しています

■人口と世帯
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費
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活
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談
」
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稿

を
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え
て
い
る
と
き
に
、
あ
る
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民
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ハ
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本
当
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よ
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な
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し
た
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所
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も
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情
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し
合
っ
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だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
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し
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き
ま
し
ょ
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英
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６
月
９
日
に
は
４
年
に
１
度
の
サ
ッ
カ

ー
の
祭
典
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
幕
し
ま

す
。
テ
レ
ビ
視
聴
者
数
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
し
の
ぐ
世
界
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

S

４
年
前
も
日
韓
共
催
で
日
本
、
韓
国
の

活
躍
で
国
中
が
盛
り
上
が
っ
た
の
は
記
憶

に
新
し
い
ん
で
す
が
、
今
回
の
大
会
も
熊

本
か
ら
２
選
手
が
日
本
代
表
に
選
ば
れ
て

る
し
、
間
違
い
な
く
テ
レ
ビ
に
く
ぎ
付
け

に
な
っ
て
応
援
し
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
！

S

日
本
と
ド
イ
ツ
と
の
時
差
は
７
時
間
！

眠
れ
な
い
夜
が
続
き
そ
う
で
す
…
　(

和)

原
はる

井
い

手
で

（鹿北町多久）

今回の紹介者

森山　良雄さん
鹿北町多久

（山鹿市文化財保護委員）

連載第10回

鹿北町多久原区台地の頂上を流れる農業及び生活水路「原
井手」を紹介します。
水取口は岩野川上流、岳間渓谷の入り口自然湧水「水汲み

場」の対岸にあり、これより迫々を曲がりくねり178年間原
区の棚田へと流れ、約16町歩を潤しています。言い伝えによ
りますと、この水路完成前の原集落は台地由に畑地帯。少し
の収穫物と水汲みの過酷な日々で「原には嫁に行くな」とま
で言われる貧乏な集落でした。
文政６年多久村庄屋西田長右衛門

にしだちょうえもん

は、飢えに苦しむ人々を
救うには、水路を開削し開田以
外にないと中村手永

なかむらてなが

の大庄屋西
嶋尉助に請願し手永の事業とし
て行われました。長右衛門は私
財をも投入し人夫の先頭に立ち
石工用ののみを振るい続け石枠

用の石を担ぎ人々の苦労は言語に絶するものでした。連日の
激しい労働に飽きた村人が罵倒するにもめげず辛苦の末、長
さ１里、幅３尺の水路が完成し岩野川の清流がとうとうと流
れ出した時、村人は喜びに泣きぬれましたが、長右衛門は無
一文となっていました。
「原井手」開削の事は言い伝えで事実は不明でしたが、平

成９年八代市の文化財保護委員蓑田勝彦氏による細川家の古
文書の解読で新事実が分かりま
した。それは文政９年に備前石
工勘五郎が請け負った事が記さ
れ大岩の岩割りにあたりました
が、見込み違いの難工事と洪水
での破損で資金も底をつき工事
中断し旧中央町の馬門橋を架設
し翌年菊鹿町六郷の島田平右衛
門、富田順左右衛門の特志を申
し受け再び備前石工が請け負い
難工事の大岩をついに切り抜き、
文政11年(1,828）５月にようやく
完成したそうです。

▲堅い岩を開削した水路に岩野川の清流が流れています

▲堅い岩盤に残るノミの跡

▲溝渠疏鑿
こうきょそさく

記念碑

人口　　59,413（＋31）
男　　28,066（－２）
女　　31,347（＋33）
世帯数　20,848（＋64）
４月末現在（前月末比）

広広
報報

＊財政状況
（Ｈ17年度下半期）

＊まちの話題
＊案内板

２～３p

７～９p
16～19p

６/１ No.No.3131
June

題
字
の
「
や
ま
が
」
は
、

わ
た
し
が
書
き
ま
し
た
。

坂
本

南

さ
ん

（
城
北
小
４
年
）

2006（平成18年）

おもな内容

子子どどどどももももフフフフェェェェスススステテテティィィィババババルルルル
あんずの丘では５月５日に「子どもフェスティバル」が開催されました。
今年で11回目を迎えたこのイベント。キャラクタショーやマス・ヤマメのつ
かみ取り、マジックショーなど多くの子どもたちの笑顔が輝いた1日でした。

▲牛乳早飲み大会　冷たくておいしいな

▲私たちも灯籠娘になっちゃった

▲白バイは大きくてかっこいい

▲鯉のぼりが空に映えます

▲甘くておいしいね

かかおおうう物物産産産産館館ままつつりり
５月３日かおう物産館において「かおう物産館まつり」が開催されまし
た。お天気にも恵まれ、ＧＷということもあり多くの親子連れで１日中賑
わいました。

▲ヤマメキャッチ
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17年度下半期財政状況

平成17年度下半期（平成18年3月31日現在）の予算執
行状況、財産、市債（長期借入金）、一時借入金及び基
金(積立金等)の現在高の状況や、平成17年度に実施し
た主な事業を紹介します。

…財政課　1４３－１１１９

k一般会計

一般会計における財政調整や建設改良、
運用のためなどの積立金の合計
市民一人あたり(18年３月末人口:59,382人)

16年度末現在高
83億3,619万円
140,382円

17年度増減
△９億6,450万円
－

17年度末現在高
73億7,169万円
124,140円

uかおうまつり
u生涯教育推進事業

u地産地消推進事業
u林道新設改良事業

ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
ど
り

(

か
お
う
ま
つ
り)

k特別会計（国民健康保険、老人保健、用地先行取得、農業集落排水、介護保険、山鹿市・植木町介護認定
審査、簡易水道、六郷・城北・稲田・稲田六郷各財産区）

k企業会計（水道・病院・下水道）

まほろば創生・人輝く温
ぬく

もりの都市
ま ち

やまが

財財 政政 状状 況況
平平成成11117777年年年年度度 下下下下半半半半期期

▲▲

地
場
産
米
パ
ン
の
給
食

(

地
産
地
消
推
進
事
業)

k心豊かにたくましく生きる人づくり

問合せ

予算の執行状況（単位：百万円）

k活力ある産業づくり

k 基金（積立金）の状況

17年度下半期財政状況

会　計　名
一　般　会　計
用地先行取得事業
農業集落排水事業
介護保険事業
簡易水道事業　
水道事業
病院事業
下水道事業

16年度末借入残高
336億6,523万円
８億 760万円
85億6,718万円
2,318万円

９億3,397万円
13億 760万円
16億 576万円
68億9,359万円
538億 411万円

906,068円

17年度3月末借入高
5,890万円

０円
1,170万円

０円
０円

6,000万円
7,600万円

３億7,320万円
５億7,980万円
－

17年度3月末元金償還額
33億6,139万円

０円
３億5,433万円

2,318万円
3,087万円
7,219万円

２億1,239万円
４億5,716万円
45億1,151万円
－

17年度3月末借入残高
303億6,274万円
８億 760万円
82億2,455万円

０円
９億 310万円
12億9,541万円
14億6,937万円
68億 963万円
498億7,240万円

839,857円

k市債（長期借入金）の借入・償還状況

企業
会計

合　計
市民一人あたり(18年3月末59,382人)

k 一時借入金（短期借入金）の借入状況

一時借入額

▲

矢
谷
渓
谷
で
開
催
さ
れ
た
エ
コ
キ

ャ
ン
プ(

環
境
啓
発
学
習
事
業)

特別
会計

uふれあいサロン事業　
uつどいの広場事業

uバスの駅地区周辺整備事業　
u消防施設整備事業

k地域とともに支え合う暮らしづくり

u環境啓発学習事業

k人と自然が共生する環境づくり

▲

３
号
線
沿
い
に
完
成
し
た
バ
ス

の
駅
（
湯
の
里
駅
）

▲

つ
ど
い
の
広
場
事
業

k安全で快適な暮らしを支える基盤づくり

会 計 名 一般会計

28億円

下 水 道
事業会計

10億円

会　計 名
一　般　会　計
国民健康保険事業
用地先行取得事業
農業集落排水事業
介護保険事業
六郷財産区
城北財産区
稲田財産区
稲田六郷財産区

土　地
1,272万4,131G

１万 648G
３万8,889G

27万 2,647G
109万 2,545G
66万 9,361G
111万 1,539G
1,591万9,760G

建　物
34万8,493G

4,406G

35万2,899G

有価証券
１億3,693万円

１億3,693万円

出資金
６億8,514万円

６億8,514万円

k財産の状況

合　計

特
別
会
計

基　金
73億7,169万円
６億5,478万円

5,652万円
78万円

1,926万円
１億 966万円

200万円
3,086万円

82億4,555万円

債　権
３億5,513万円

1,515万円

３億7,028万円

▲

防
火
水
槽
の
建
設

（
消
防
施
設
整
備
事
業
）
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質　問　項　目

バスや電車で一人で外出していますか
日用品の買い物をしていますか
預貯金の出し入れをしていますか
友人の家を訪ねていますか
家族や友人の相談にのっていますか
階段を手すりや壁をつたわずに昇っていますか
椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていま
すか
15分位続けて歩いていますか
この１年間に転んだことがありますか
転倒に対する不安は大きいですか
６ヶ月間で２～３Kg以上の体重減少がありましたか
身長　　　　　　　cm 体重　　　　　　　Kg（注）
半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか
お茶や汁物等でむせることがありますか
口の渇きが気になりますか
週に１回以上は外出していますか
昨年と比べて外出の回数が減っていますか
周りの人から「いつも同じことを聞く」などの物忘れがあ
ると言われますか
自分で電話番号を調べて電話をかけることをしていますか
今日が何月何日かわからない時がありますか
（ここ２週間）毎日の生活に充実感がない
（ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめ
なくなった
（ここ２週間）以前は楽にできていたことが今ではおっく
うに感じられる
（ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない
（ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする

回答
（いずれかに○を
付けて下さい）

0.はい
0.はい
0.はい
0.はい
0.はい
0.はい
0.はい

0.はい
1.はい
1.はい
1.はい

1.はい
1.はい
1.はい
0.はい
1.はい
1.はい

0.はい
1.はい
1.はい
1.はい

1.はい

1.はい
1.はい

1.いいえ
1.いいえ
1.いいえ
1.いいえ
1.いいえ
1.いいえ
1.いいえ

1.いいえ
0.いいえ
0.いいえ
0.いいえ

0.いいえ
0.いいえ
0.いいえ
1.いいえ
0.いいえ
0.いいえ

1.いいえ
0.いいえ
0.いいえ
0.いいえ

0.いいえ

0.いいえ
0.いいえ

（注）ＢＭＩ＝体重（Kg）÷身長（m）÷身長（m）が18.5未満の場合に該当する。

介護予防のための
基本チェックリスト

「地域包括支援センター」ができました。

Ｎｏ．
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k地域包括支援センターとはなに？
地域で暮らす高齢者のみなさんを総合的に支えるために設置されまし
た。社会福祉士・主任ケアマネージャー・保健師の３職種が配置され、
互いに連携を取りながら「チーム」で活動しています。
kどこにあるの？
山鹿健康福祉センター（山鹿市中578）内にあります。お電話は43-0052
です。お近くの各総合支所市民福祉課にも相談窓口を設置しています。

kどんな仕事をしているの？
【自立した生活ができるように支援します】
高齢者のみなさんの状態にあったサービスの利用
や自立のための支援をします。
例えば・・・
・介護保険で要支援１、要支援２と認定された方
は介護保険の予防サービスを利用できます。
・介護が必要となるおそれが高いと判断された方
（特定高齢者）は市が行う「介護予防事業」を利
用できます。
・現在自立した生活をしている方は、健康な状態
を維持するための教室や地域活動等をおすすめ
します。

【みなさんの権利を守ります】
高齢者のみなさんが安心して暮らすために、様々
な権利を守るお手伝いをします。
例えば・・・
・お金の管理や契約に関する不安のある方へ成年
後見制度の紹介
・虐待の早期発見や対応
・消費者被害等に対応した権利擁護業務

【ご相談ください】
高齢者のみなさんやご家族、近所の方々からの介
護に関する悩みや問題に対応します。介護のこと以
外（健康・福祉・医療など）でも、内容に応じて適
切な解決方法を探すお手伝いをします。
何でもお気軽にご相談ください。

【さまざまな方面から皆さんを支えます】
皆さんを支える地域のケアマネージャーへの支援
や、より暮らしやすい地域にするためのさまざまな
機関（医療・福祉等）や地域の関係者のみなさんと
のネットワークづくりを行います。

★寝たきりなどへの不安はありません
か？
健康な方でも心身の機能を積極的に使
わないと、しだいに衰え、筋力や心肺機
能の低下、睡眠障害や認知症などの症状
が出てくることがあります。
そのままにしておくと、介護が必要な
状態になるおそれがあります。そうなら
ないために、みなさん自身で予防してい
くことが大切です。地域包括支援センタ
ーでは、地域支援事業を通してみなさん
の介護予防をお手伝いします。

★やりたいこと、できるようになりたい
ことはありませんか？
「一人で買い物に出かけたい」「また

料理を作れるようになりたい」など。み
なさんが生活の中で実現したいことを目
標に、できる限り在宅で自立した日常生
活を継続できるよう支援します。今でき
ることはそのまま維持し、できないこと
も諦めてしまわず、少しずつできるよう
にしましょう。

★最近気になることはありませんか？
高齢になると、知らず知らずのうち
に生活が活発でなくなり、筋力や体力
が衰えていることがあります。左のペ
ージの「基本チェックリスト」のうち
該当する項目がないか日頃からチェッ
クしておきましょう。
※この基本チェックリストは健診や健
康教育、サロンなどで活用していく予
定です。
※チェックの主な結果は次回お知らせ
いたします。まず何か気になる方は、
チェックしてみてください。

地域包括支援センター



毎年８月に開催される灯籠まつりで奉納される灯籠の製作開
始祭が、大宮神社でありました。
この日は、灯籠師７人と市議会、商工会議所、観光協会など

から約30名が出席。製作の無事を祈って清めの儀式が行われた
あと、「刃物入れの儀」があり、灯籠師を代表して中島清さんが
和紙に刃を入れ灯籠づくりに精進することを誓いました。
今年から新に畠

山慶司さん（熊入
町）が灯籠師とな
り「とにかく頑張
るだけです。」と
意欲を語りまし
た。
７名の灯籠師が

25基の灯籠を製作
する予定です。
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このまちの
あんなこと

こんなこと満載！

立派な灯籠をつくります
…灯籠製作開始祭　４月24日　大宮神社

４月14日から30日までつつじ祭りが開催されましたが、
祭りの盛況と安全を祈願して「つつじ祭り祈願祭」が開催
されました。
関係者のテープカット後、遠くは久留米から訪れた観光

客も咲き始めたつつじをめでながら公園を散策していまし
た。
クルメツツジ、ヨドガワツツジ、サツキなど約３万５千

本のつつじは、遠く離れたところからでも見事なまでに色
づき、日輪寺つつじ公園をつつみこんでいました。

▲今年も見事につつじが咲き乱れました

３万５千本のつつじ
…つつじ祭り安全祈願祭　４月17日　日輪寺

第１段階

第２段階

第３段階
第４段階
第５段階
第６段階

生活保護を受給している人。老齢福祉年金受給者で、世帯
全員が市民税非課税の人
世帯全員が市民税非課税で、課税年金収入額＋合計所得金
額≦80万円/年を満たす人
世帯全員が市民税非課税で、第２段階対象者以外の人
本人が市民税非課税の人（他の世帯員に課税者がいる）
本人が市民税課税で、合計所得金額が年額200万円未満の人
本人が市民税課税で、合計所得金額が年額200万円以上の人

保険料率

0.50

0.50

0.75
1.00
1.25
1.50

介護保険料が見直されました

B

税
制
改
正
で
住
民
税
等
が

変
わ
り
ま
す

地
方
税
法
改
正
に
よ
り
、
平
成

18
年
度
か
ら
個
人
住
民
税
な
ど
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

【
市
県
民
税
】

q
個
人
住
民
税
均
等
割

均
等
割
課
税
者
と
同
一
世
帯
の

配
偶
者
で
同
じ
市
内
に
住
所
が

あ
る
方
の
均
等
割
２
分
の
１
軽

減
の
廃
止

w
老
年
者
控
除
「
所
得
金
額
か
ら
」

年
齢
65
歳
以
上
の
方
の
老
年
者

控
除
（
48
万
円
）
の
廃
止

e
公
的
年
金
控
除

年
齢
65
歳
以
上
の
方
の
公
的
年

金
等
控
除
額
の
改
正

（
140
万
円
か
ら
120
万
円
）

r
65
歳
以
上
の
方
の
非
課
税
措
置

Ｈ
17
年
１
月
１
日
に
お
い
て
、

年
齢
65
歳
以
上
（
障
害
者
・
寡

婦
等
以
外
）
の
方
で
、
合
計
所

得
が
125
万
円
以
下
の
方
に
対
す

る
非
課
税
措
置
が
Ｈ
18
年
度
か

ら
段
階
的
に
廃
止

（
Ｈ
18
年
度
は
３
分
の
１
を
課

税
）

t
定
率
減
税

Ｈ
17
年
度
ま
で
は
所
得
割
15
％

相
当
額
（
上
限
４
万
円
）
か
ら
、

Ｈ
18
年
度
は
所
得
割
額
7.5
％
相

当
額
（
上
限
２
万
円
）
に
縮
減

y
均
等
割
・
所
得
割
の
非
課
税
限

度
額
算
定
に
お
い
て
の
加
算
額

変
更

ァ
均
等
割

非
課
税
限
度
額
算
定
で
、
扶
養

者
が
い
る
場
合
の
加
算
額
17
万

６
千
円
か
ら
16
万
８
千
円
に
変

更
（
本
人
の
み
は
変
更
な
し
）

ィ
所
得
割

非
課
税
限
度
額
算
定
で
、
扶
養

者
が
い
る
場
合
の
加
算
額
35
万

円
か
ら
32
万
円
に
変
更
（
本
人

の
み
は
変
更
な
し
）

【
た
ば
こ
税
】

国
お
よ
び
地
方
た
ば
こ
税
が
、

Ｈ
18
年
７
月
１
日
か
ら
改
正
さ

れ
ま
す
。

…
税
務
課
管
理
係

1
43
‐
１
１
５
６

平成18～20年度において65歳以上の方（第１号被保険者）
の保険料は、予防重視型システムの構築、施設給付の見直
し、新たなサービス体系の確立などを推進するとともに、
本市の高齢者数やサービス利用量のさらなる増加が見込ま
れることから、大幅に上がることになりました。
平成17年度までの保険料は旧市町間で格差があり、今
回統一するとさらに急激な負担増を招く旧町が出てくる
ことから、合併協議会の協定項目（※）により「山鹿市
老人保健福祉計画・介護保険事業計画策定委員会」で協
議した結果、平成18～20年度は不均一とし、平成21～23
年度において統一することが決まりました。

※合併協議会の協定項目内容
第１号被保険者の保険料については、第
２期事業運営期間の平成17年度までは現行
のとおりとし、平成18年度から統一する。
ただし、第３期事業運営期間の保険料が急
激な負担増となる場合は、平成18年度から
３年間を不均一賦課とし、第４期事業運営
期間の平成21年度から統一する。

B

第１段階
第２段階
第３段階
第４段階
第５段階
第６段階

保険料率

0.50
0.50
0.75
1.00
1.25
1.50

山鹿地区
2,132円
2,132円
3,198円
4,264円
5,330円
6,396円

鹿北地区
1,951円
1,951円
2,927円
3,903円
4,878円
5,854円

菊鹿地区
1,873円
1,873円
2,809円
3,746円
4,682円
5,619円

鹿本地区
1,970円
1,970円
2,955円
3,941円
4,926円
5,911円

鹿央地区
2,101円
2,101円
3,151円
4,202円
5,252円
6,303円

月額保険料
段階別保険料（月額）

段階別対象者と保険料率
…いきがい推進課

介護保険係
（山鹿健康福祉センター内）

1４３‐００５２
各総合支所市民福祉課

健康福祉係
（鹿北）1３２‐３１１１
（菊鹿）1４８‐３１１１
（鹿本）1４６‐３１１２
（鹿央）1３６‐３１１４

問合せ

問
合
せ

（第４段階が基準額）

18年度の介護保険料と住民税等

対　象　者

▲除幕して「湯の里駅」の完成を祝いました　

山鹿市と国土交通省が山鹿市中央通の国道３号線沿いに整
備していた「山鹿バスの駅」が完成し、関係者約８０人が出
席して完成式典がありました。
勇壮な山鹿太鼓のアトラクション後、完成式では中嶋市長
らが「九州初のバスの駅が完成したことで、バス乗り継ぎの
利便性の向上はもちろん、街づくりの拠点として皆様に愛さ
れることを祈念します。」と挨拶。愛称を「湯の里駅」と名
付けた山鹿中２年の島田真采さんに表彰状が送られました。
その後テープカットをして、バス２台がデモ発進しました。

乗り継ぎが便利になりました！
…「山鹿バスの駅」完成式典　

４月23日　山鹿バスの駅

「みどりの日」のこの日、山鹿市造園建設業
組合がさつき苗の無料配布をしました。
軽トラック２台に多くのさつきを乗せ、「大切

に育ててください」と声を掛けながら公園を訪
れた人たちに配布していました。

▲

き
れ
い
な
苗
木
あ
り
が
と
う

▲

今
年
も
灯
籠
つ
く
り
に
精
進
し
ま
す

大切に育ててください
…さつき苗無料配布　

4月29日　一本松公園（鹿本）
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身近な話題、情報をお寄せください！
秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

４月１７日山鹿市塗装組合員７名（代表福田義孝）に
よるボランティア活動がありました。
石公園（山鹿市石）と米の島公園（山鹿市新町）の公

園遊具の塗装と塗り直しを１日かけて行いました。
サビがでたり、塗装がはげたりしていた遊具が真新し

く生まれ変わりました。

ありがとうございました
…ボランティア活動

▲八方ヶ岳頂上では360度の絶景とおいしいお弁当が待っていました

温泉を自宅で満喫　
…温泉宅配出発式　5月10日　山鹿市商工会青年部

商工会青年部が、市内の老人世帯の家庭に地元の温泉を
届ける「温泉宅配カー」の出発式がありました。松本青年
部長が「心をこめて温泉を配達していきます。」と挨拶し、
１年間８回各地区（鹿北・菊鹿・鹿本・鹿央）をまわりま
す。
今回は、菊鹿地区９件の老人世帯に菊鹿の花富亭の温泉

が届けられ、自宅で温泉気分を味わっていただきます。温
泉地に行くことがなかなかできない高齢者の方にとって
は、この宅配を楽しみに待っていました。

おめでとうございます！おめでとうございます！
叙勲・褒章受章者紹介叙勲・褒章受章者紹介

藤森 純也 さん

山鹿（山鹿）

長年保護司として更生保護の
推進に励み、犯罪予防のため
に尽力してきた功績が認めら
れ受章されました。

池田 哲朗 さん

上吉田（山鹿）

多年にわたり旧山鹿市議会議
員を歴任し、地方自治の進展
に尽力した功績が認められ受
章されました。

旭
日
小
綬
章
（
地
方
自
治
功
労
）

藍
綬
褒
賞
（
更
生
保
護
功
績
）

山鹿市内には、江戸時代から知られていた三十
三カ所観音霊場があり、現在もお参りが続いてい
ます。これらの観音堂とお寺の写真パネルのほか、
分布図、観音像などを展示しています。このほか
にも観音巡りＤＶＤの放映、今回新たに完成した
案内マップももらえます。
７月９日まで開催中です。ぜひ訪れてみてくだ

さい。

古
いにしえ

より山鹿に伝わる観音霊場を訪ねて
…山鹿三十三カ所観音霊場巡り展　

７月９日まで　市立博物館

岳間渓谷キャンプ場で観光組合など関係者約４０人が出席
してシーズン中の安全を祈願しました。岳間渓谷キャンプ場
は、ロッジ10棟、テント18基を常設しています。渓流を利用
したプールや水汲み場もあり多くのお客様でにぎわいます。
一方、矢谷渓谷キャンプ場では４月29日八方ヶ岳（1,052m）
の山開きが行われました。市内外から約200人が参加。安全
祈願の神事を済ませた後、新緑に包まれた登山道を登ってい
きました。頂上ではお弁当を広げたり休憩したりして、八方
ヶ岳を満喫していました。
５月14日に行われた国見山（1,018m）の山開きには約150

人の登山者が参加しました。登山の安全を祈願して、いざ出
発。頂上では美しいピンク色のシ
ャクナゲがお出迎え。登山者は疲
れも忘れてその美しさに魅入って
いました。

▲事故もなく多くのお客様においでいただきますように

キャンプ場開き＆山開き
…岳間渓谷キャンプ場開き（鹿北）４月21日

八方ヶ岳山開き（菊鹿）４月29日
国見山山開き（鹿北）５月14日

▲花いっぱいでステキな河川敷になりました

菊池川の環境を考え、美しい川を守っていこうと、中富小
学校（鹿本）の全児童92名が、菊池川環境美化「花いっぱい
運動」として、校舎近くの菊池川河川敷に花の苗を植えまし
た。
ナデシコ、ペチュニア、ガザニア３種類約2,000鉢の苗を一
つ一つスコップで穴を掘って植えていきました。きれいに整
備されてはいるものの殺風景だった河川敷が、色とりどりの
ピンクや黄色や赤に染まっていきました。小学校の校舎や道
路、橋からも見ることができ、通っていく人たちの心を和ま
せてくれるものとなりました。

笑顔と花がたくさん
…花いっぱい運動　５月１日　中川橋河川敷（鹿本）

▲このシャクナゲの色がカラー

でお見せできないのが残念！

▲

き
れ
い
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た

▲

隅
々
ま
で
き
れ
い
に
！

▲のんびり温泉につかってください

▲近所の小さな観音堂も三十三ヵ所観音霊場では？

▲国見山には険しい登りもあっ

たけど、がんばって登ったよ

５月10日オムロンリレーアンドデバイス（山鹿市杉）
の社員有志70名が同社の創業記念日に行っている地域
貢献活動の一つとして、日頃ハンドボールなどでも利
用している山鹿市総合体育館の清掃作業を行いまし
た。
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新着図書ピックアップ

広域消防本部
…
山
鹿
消
防
署
　
1
43
‐
１
１
９
４

山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署
　
1
32
‐
２
５
７
４

山
鹿
消
防
署
東
分
署
　
1
46
‐
２
３
８
２

問
合
せ

「子ども読書の日」って？
～鹿本図書館～

架
空
請
求
の
ハ
ガ
キ
や
封
書
、
電

話
な
ど
に
は
気
を
つ
け
て
！

「
消
費
料
金

未
納
分
最
終
通

告
書
」
と
い
う

表
題
の
ハ
ガ
キ

等
が
届
い
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
最
近
よ

く
テ
レ
ビ
で
扱
わ
れ
る
架
空
請
求
な
る
も
の
の
一

部
で
す
。

送
り
主
は
さ
ま
ざ
ま
な
名
前
で
手
を
替
え
品
を

替
え
送
り
つ
け
て
き
ま
す
。

【
内
容
は
・
・
・
】

・
民
法
指
定
消
費
料
金
が
未
納
で
あ
り
、
契
約

会
社
（
名
前
も
不
明
）
か
ら
民
事
訴
訟
が
起

こ
さ
れ
た
な
ど
と
い
い
加
減
な
言
い
が
か
り
　

を
つ
け
る

・
「
連
絡
な
き
場
合
に
は
、
原
告
側
の
主
張
が

全
面
的
に
・
・
・
」
と
言
う
言
葉
を
使
い
不

安
に
陥
れ
る
表
現
を
す
る

・
裁
判
は
指
定
期
限
ま
で
に
相
談
す
れ
ば
取
り

下
げ
可
能
と
至
急
連
絡
を
求
め
て
い
ま
す

・
最
近
は
、「
口
座
振
込
」
の
他
に
「
現
金
書

留
」
で
の
請
求
が
横
行
し
て
い
ま
す

【
そ
ん
な
時
・
・
・
】

・
無
視
し
て
連
絡
し
な
い

・
絶
対
に
支
払
わ
な
い

・
こ
ち
ら
か
ら
連
絡
し
な
い
（
電
話
な
ど
）

・
個
人
情
報
は
教
え
な
い

そ
ん
な
ハ
ガ
キ
や
封
書
、
電
話
な
ど
を
受
け
取

っ
た
場
合
、
相
手
に
連
絡
す
る
前
に
市
役
所
商
工

振
興
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

…
商
工
振
興
課
　
1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

催しスケジュール
鹿本図書館
・おはなし会
日時u6月3日G・10日G・17日G

24日G 午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
日時u6月6日C・13日C・20日C

27日C 午前11時から
山鹿中央公民館図書室
・おはなし会
日時u6月28日D 午後２時から

今月の休館日
鹿本図書館
u6月5日B・12日B・19日B

26日B・30日F
山鹿中央公民館図書室

u6月26日B
鹿北公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日
菊鹿公民館図書室
u年末・年始
鹿央公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日

毎年４月23日
は「子ども読書
の日」となって
いることを知っ
ていますか？こ
れは、広く子ど
もの読書活動に
ついての関心と

理解を深めるとともに、子どもが積極的に読書活動
を行う意欲を高めるために設けられたものです。

そこで、鹿本図書館では、子ども読書の日にちな
んだイベントとして４月22日に「こども読書の日ま
つり」が開催されました。多くの親子が訪れ、様々
な催しもので楽しみました。
中でも、フェルトで遊ぼうコーナーは座れないほ
どの大盛況で、フェルトとのりなどで簡単な指人形
を作り、物語を考えながら遊びました。日頃一緒に
作ることがあまりないお父さんとの作業に目を生き
生きと輝かす子どももいました。
他にも、つくってたべるおはなし会や竹とんぼを
作って飛ばすコーナー、どんなに小さい子どもでも
遊べるちぎって遊ぼうコーナーなどがあり、小さい
子どもから大人までぎやかな笑い声が絶えませんで
した。
子どもが主体で開催されたこのまつりは、ボラン
ティアの中学・高校生が大活躍し、中学・高校生自
ら出迎えゲートでお迎えをし、各コーナーでは先生

を務め進行していきました。
この日一日は、様々な形の「おはなし」とか
かわっていくことで、子どもたちがもっともっ
と本を好きになってくれるきっかけになったこ
とでしょう。

ど
れ
も
み
ん
な
手
づ
く
り

指
人
形
で
き
た
よ
！

「
こ
う
す
る
ん
だ
よ
！
」
先
生

は
中
学
・
高
校
生

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
ね

▲
▲

▲

▲

▲

ど
れ
を
貼
ろ
う
か
な
！

お
は
な
し
な
ぁ
に

「駒子シリーズ」のヒロイン、入江駒子の愛読書が素敵な本になりました。
著者と装画家コンビが贈る、もうひとつの「ななつのこ」。優しく語られ
る物語の世界。オールカラー。

アガワとダンの幸せになるためのワイン修行
カジュアルワイン編 阿川佐和子・檀ふみ／著　幻冬舎

おなじみアガワとダンがとうとうワインを始めたらしい。はたしてこの
二人に真の幸せは訪れるのであろうか…。仲間とワイワイ飲むお手頃ワ
インを大研究。『ワイン王国』連載をもとにまとめる。

ななつのこものがたり 加納朋子／文・菊池健／絵　東京創元社

自分では歩けないけれど、もっともっとひろがるために動きつづけるひ
とつぶひとつぶのタネと、いっぴきずつ生き物のたくさんから、この森
はできています。めくってひろがるパノラマ絵本。

タンポポタヌキ、もりのタネ。 しもだともみ／作・絵　教育画劇

神様がわたしをこうお創りになったのには、きっと理由があるはず。治
療法のない難病により、１４歳の若さで死と直面するアシュリー。
それでも「わたしはハッピー」と笑顔を見せる彼女が語る、懸命なメッ
セージ。

アシュリー All About Ashley
アシュリー・ヘギ／著 フジテレビ出版　扶桑社

家
族
の
命
を
守
る
た
め
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

説
明
会
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

住
宅
火
災
に
よ
る
死
亡
者
の
増
加
に
よ
り
、
平
成
16

年
６
月
に
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
一
般
住
宅
に
住
宅
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
の
早
期
発
見
に
有
効

で
す
。
そ
の
結
果
、
住
宅
火
災
か
ら
あ
な
た
と
大
切
な

家
族
を
守
り
ま
す
。

義
務
設
置

新
築
の
住
宅

平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら

既
存
の
住
宅

平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら

し
か
し
、
住
民
か
ら
は

「
詳
し
い
設
置
場
所
が
分
か

ら
な
い
」、「
維
持
管
理
は
ど

う
し
た
ら
い
い
の
？
」
な
ど

の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
、
疑
問
や
不
安
を

解
決
さ
せ
る
べ
く
当
消
防
本

部
で
の
説
明
会
を
、
随
時
受

け
付
け
る
こ
と
に
致
し
ま
し

た
。詳

し
く
は
左
記
の
連
絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

《今月は山鹿中央公民館図書室から》

▲こんなハガキに要注意
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子育ては、大変だけど大事なこと。
あなたの子育て応援してます！

富
慈
園
で
は
、
菊
池
川
に
ち
な
ん
だ
昔
話
を
子
ど
も
達
に
伝

え
た
い
と
、
数
十
年
前
か
ら
地
域
の
文
化
財
に
関
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
鹿
本
町
小
柳
在
住
の
後
藤
戌
雄
氏
よ
り
お
話
を
聞
く
機
会

を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
早
速
４
月
27
日
現
地
近
く
ま
で
遠
足
を
兼
ね
て
出

か
け
、
菊
池
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら
、【
伴
五
郎
の
土
手
】

と
【
河
童
の
恩
返
し
】
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
伴
五
郎
の
土
手

は
、
と
て
も
悲
し
い
話
で
も
あ
り
ま
す
。
今
で
は
堤
防
も
で
き

水
害
な
ど
め
っ
た
に
出
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
菊
池
川

に
ま
つ
わ
る
昔
話
を
聞
き
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
菊
池

川
の
自
然
に
感
謝
し
、
古
里
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

富
慈
園
の
子

ど
も
達
は
毎
月

10
日
に
ク
リ
ー

ン
作
戦
を
し
、

菊
池
川
で
１
年

中
楽
し
く
遊
ん

で
い
ま
す
。

最
近
菊
池
川

と
合
志
川
の
合

流
地
点
に
河
川

公
園
が
で
き
、

跳
び
石
を
越
え

て
い
く
と
対
岸

に
渡
る
こ
と
が

で
き
、
遊
ぶ
場

所
が
増
え
、
喜

ん
で
い
ま
す
。

４
月
６
日
今
年
度
の
体
育
教
室
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

４
歳
児
さ
ん
は
初
め
て
の
参
加
な
の
で
ど
き
ど
き
わ
く
わ
く
。

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
の
あ
い
さ
つ
も
元
気
よ
く
言
え

ま
し
た
。
こ
の
日
は
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
鉄
棒
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
し
た
。

山
鹿
東
保
育
園
で
は

４
歳
児
さ
ん
と
５
歳
児

さ
ん
が
、
毎
週
そ
れ
ぞ

れ
１
時
間
ほ
ど
先
生
の

指
導
の
も
と
に
体
育
教

室
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
体
育
教
室
が
大

好
き
・
先
生
が
大
好
き
。

子
ど
も
達
が
楽
し
く
、

時
に
は
頑
張
っ
て
体
を

鍛
え
な
が
ら
小
学
生
へ

と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し

て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い

で
す
。

年
間
を
通
し
て
い
ろ

ん
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
お
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
水
泳
、
縄
跳
び
、
ボ
ー
ル
遊
び
な
ど
、
な
ん
で
も
あ
り

ま
す
。
運
動
会
に
は
組
体
操
・
発
表
会
に
は
跳
び
箱
、
鉄
棒

の
披
露
も
あ
っ
て
子
ど
も
達
の
真
剣
さ
に
大
き
な
感
動
で
胸

を
打
た
れ
る
場
面
も
多
々
あ
り
ま
す
。
３
月
の
先
生
と
の
お

別
れ
に
卒
園
の
子
ど
も
達
は
涙
・
涙
の
号
泣
。
こ
れ
も
恒
例

の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

や
り
遂
げ
よ
う
と
す
る
気
持
ち
と
人
へ
の
思
い
や
り
、
心

の
面
で
も
何
か
し
ら
成
長
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
頼
も

し
く
も
思
っ
て
い
ま
す
。

▲大好きな菊池川の昔話をたくさん聞きました

富慈園

ふ
る
さ
と
の
自
然
に

見
守
ら
れ
て
育
つ

山鹿東
保育園

元
気
に
た
く
ま
し
く
！

▲鉄棒　できるかな？

子育て支援センターとつどいの広場は、主とし
て就学前の親子が自由に遊び、交流できる場です。
開設時間内ならいつでも利用できます。
近くの広場に遊びに来てみませんか？

それぞれの広場では、相談も受け付けています。

月曜～金曜　午前９時～午後５時

電話でも気軽にどうぞ。

秘密は守ります。

山鹿子育て支援センター

鹿北子育て支援センター

菊鹿子育て支援センター

鹿本子育て支援センター

鹿央子育て支援センター

つどいの
広場

ぽかぽか

おさか童夢

43‐1270

32‐3194

48‐3111

46‐2635

36‐2150

43‐0050

43‐1155

広　場　名 電話番号

ごご利利用用案案内内

今月の主役

本
園
は
、【
生
き
る
力
を
育
む
】
を
目
指
し
て
、
豊
か
な

自
然
の
中
、
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
い
る
菊
鹿
中
央
保
育
園

で
す
。

４
月
の
入
園
も
あ
っ
と
い
う
間
で
、
毎
日
が
新
鮮
な
驚
き

や
笑
い
声
の
聞
け
る
中
、
あ
ん
ず
の
丘
へ
お
見
し
り
遠
足
に

出
か
け
ま
し
た
。
３
・
４
・
５
歳
児
さ
ん
は
、
交
通
指
導
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
兼
ね
て
の
遠
足
と
な
り
、
車
の
行
き

来
に
小
さ
い
手
を
精
一
杯
に
伸
ば
し
て
止
ま
り
、
左
右
の
安

全
確
認
や
、
３
本
指
の
約
束
が
実
践
で
き
ま
し
た
。
目
的
地

に
着
く
と
目
ざ
と
く
大
型
遊
具
や
つ
り
タ
イ
ヤ
に
ぶ
ら
下
が

っ
て
遊
び
、
子
ど
も
達
の
歓
声
も
響
き
渡
り
自
然
を
満
喫
し

て
き
ま
し
た
。

０
・
１
・
２
歳
児
さ

ん
は
近
く
の
島
田
公
園

へ
出
か
け
、
バ
ギ
ー
に

乗
っ
て
心
地
良
い
風
を

肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。

歩
け
る
子
ど
も
達
は
元

気
い
っ
ぱ
い
近
所
の

方
々
と
挨
拶
を
交
わ
し

た
り
「
○
○
さ
ん
家
の

子
ど
も
じ
ゃ
ろ
？
」
と

話
し
か
け
ら
れ
た
り
し

な
が
ら
、
地
域
の
方
と

の
交
流
も
で
き
ま
し
た
。

恵
ま
れ
た
自
然
の
中

で
、
心
も
身
体
も
伸
び

や
か
に
育
ち
ま
す
よ
う

に
！

菊鹿中央
保育園

楽
し
か
っ
た
ね

お
見
し
り
遠
足

▲あんずの丘でみんなニッコリZ

雨の日を楽しくZ

菊鹿子育て支援センター　

UUかえるの歌が聞こえてくるよ～UU

周囲に、かえるの歌が響き渡ると、いや～な梅雨の時期
ですね。
雨の日は家の中に閉じこもりがち
になります。そうなると、子ども達
にもストレスが…あっちこっちに、
かわいい怪獣出現Zついつい大人も
大声を放つ親怪獣と化してしまうも
のですね。

そんな時は、子育てサークルに出かけてみてはいかがで
しょうか？支援室で、のびのび活動して楽しみませんか。
色々なオモチャ、絵本などもそろえていますよ。
また、６月は『良い体の教室』『保育園で遊ぼう』『誕生
会』『救急法講座』を計画しています。
仲良しのお友達もできるかも？チョットのぞいてみてく
ださい。お待ちしております。

t親子そろって楽しめる場所ですよ
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投
稿

投
稿

小学校・中学校の話題をお届け！

学学 問問訪訪校校

※クラブ員の声を通して各クラブの魅力を紹介します

毎週土曜日に練習をしている陸上におじゃましました。
年齢や個人差に合わせ、「遊びながら楽しく練習」をベース
に遊び心のトレーニングがたくさん。大会へも多くのクラブ
員が参加し、記録を伸ばしています。
その中で、兄妹で参加している酒井亮さん（高１）と梨沙
さん（小５）にスポットを当ててみました。亮さんは耳が聞
こえないと言うハンディの中、コーチや友だちとうまくコミ
ュニケーションを取りながら５月の熊本県障害者大会に向け
て頑張っていました。妹の梨沙さんは「走るのが楽しい。リ
レーで一番を取りたい。」と目標を語ってくれました。
まずは、楽しみながら基礎をしっかり・・・明るく楽しい
陸上に参加してみませんか。

楽
し
く
基
本
を
！
初
心
者
で
も
Ｏ
Ｋ

▲

「瞳の輝く子ども」の
育成を目指して

山
鹿
市
内
の
皆
さ
ま
に
報
告
し
た

く
て
投
稿
し
ま
し
た

ペ
ン
ネ
ー
ム
Ｎ
・
Ｓ
さ
ん

（
山
鹿
市
在
住
）

先
日
、
４
月
13
日
の
夕
方
、
山
鹿
市

の
宗
方
地
区
を
歩
い
て
い
る
と
、
城
北

高
校
の
野
球
部
の
皆
さ
ま
が
ゴ
ミ
袋
を

持
ち
ゴ
ミ
拾
い
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

山
鹿
市
内
に
住
ん
で
い
る
者
と
し
て
、

非
常
に
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

帽
子
を
と
り
、
あ
い
さ
つ
も
し
て
く
れ

て
本
当
に
さ
わ
や
か
な
気
分
に
な
り
ま

し
た
。

最
近
、
山
鹿
市
内
で
も
歩
き
タ
バ
コ

を
し
た
り
、
見
苦
し
い
大
人
の
人
た
ち

を
見
か
け
ま
す
。
ぜ
ひ
、
若
者
た
ち
の

努
力
、
地
域
の
人
た
ち
の
迷
惑
を
考
え
、

や
め
ま
せ
ん
か
？

城
北
高
校
の
野
球
部
の
皆
さ
ま
は
、

甲
子
園
を
目
指
し
て
日
々
練
習
を
頑
張

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
私
た
ち
も
、
小

さ
な
目
標
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。
例

え
ば
、
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
山
鹿
市
民

に
な
り
た
い
も
の
で
す
。

投
稿

投
稿

今月は陸上にズーム！

念
願
の
登
り
窯
つ
い
に
完
成

「
鉢
の
木
工
房
」
黒
田
　
泉
さ
ん

（
山
鹿
市
平
山
）

こ
の
度
、
山
鹿
市
平
山
の
「
鉢
の
木

工
房
」
に
本
格
的
な
登
窯
が
完
成
し
ま

し
た
。

昨
年
の
11
月
に
着
工
し
、
５
カ
月
の

工
事
期
間
を
経
て
す
ば
ら
し
い
３
段
の

窯
を
見
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

工
事
を
行
っ
た
の
は
、
同
工
房
の
生

徒
さ
ん
た
ち
。
雨
の
日
も
雪
の
日
も
作

業
は
続
け
ら
れ
、
団
結
と
協
力
の
結
晶

と
な
っ
て
そ
の
雄
姿
を
森
の
中
に
出
現

さ
せ
ま
し
た
。

「
鉢
の
木
工
房
」
が
陶
芸
教
室
を
始

め
て
９
年
。
平
小
城
公
民
館
の
講
座
で

も
お
な
じ
み
と
な
り
ま
し
た
。

登
窯
の
完
成
で
今
後
は
、
信
楽
か
ら

取
り
寄
せ
た
土
の
持
ち
味
を
よ
り
生
か

し
た
本
格
的
な
作
品
創
り
に
、
力
を
注

い
で
い
き
ま
す
。

合
併
で
活
動
が
活
発
化
！

山
鹿
市
支
部
が
発
足
一
周
年
総
会

開
く

全
国
自
衛
隊
父
兄
会

熊
本
県
支
部
連
合
会
山
鹿
支
部

社
団
法
人
全
国
自
衛
隊
熊
本
県
支
部

連
合
会
山
鹿
支
部
の
発
足
一
周
年
記
念

総
会
が
４
月
８
日
、
山
鹿
市
の
か
ん
ぽ

の
宿
で
行
わ
れ
、
Ｈ
17
年
度
の
事
業
報

告
、
歳
入
歳
出
決
算
及
び
監
査
報
告
、

Ｈ
18
年
度
事
業
予
定
な
ど
を
審
議
し
、

承
認
さ
れ
た
。

山
鹿
支
部
は
、
山
鹿
市
と
鹿
北
、
菊

鹿
、
鹿
本
、
鹿
央
の
４
町
の
大
合
併
に

よ
り
新
山
鹿
市
に
な
っ
た
こ
と
を
期
に

Ｈ
17
年
10
月
20
日
各
支
部
が
統
合
し
、

発
足
し
た
も
の
。

同
支
部
は
発
足
以
来
、
隊
区
担
当
部

隊
の
第
42
普
通
科
連
隊
の
各
種
訓
練
や
、

第
８
特
科
連
隊
前
期
新
隊
員
の
行
進
訓

八幡小学校

本校の子どもたちは明るく素直であり、優しさ満
点の子どもたちが多く見られます。そこで、本年度は、
昨年度の成果を踏まえ、「さらなるパワーアップ」を
図ることにしました。その具体的な子どもたちの姿と
して「瞳の輝く子ども」の育成を目指します。
瞳がきらりと光るのを子どもの特性と捉え、それは、
遊びの場では満足感、学習の場では「分かった・でき
た」という達成感であり、さらには、「もっとやりた
い」あるいは疑問・好奇心や意欲などの心情的なもの
ではないかと考えます。
そのような「やる気」を育てていきたいと考え、教
職員一人ひとりが、よくわかる授業、やる気を出せる
授業づくりをめざし、かかわる時間を少しでも多く生
み出すなどの手だてを講じながら実践しているところ
です。
現在の子どもたちの様子を学校へ来て、見て、納得
していただければと思います。

【体験学習】
稲刈りの様子

【授業の様子】

▲酒井梨沙さん（左）酒井亮さん（右）

「
季
節
を
描
く
　
は
じ
め
て
の
水

彩
・
油
絵
」
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か

季
節
を
描
く
友
の
会

生
き
が
い
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
と

し
て
、
水
彩
・
油
絵
を
は
じ
め
ま
せ
ん

か
。
講
師
に
は
、
昨
年
よ
り
熊
日
朝
刊

の
毎
週
火
曜
日
に
絵
画
を
連
載
中
の

「
有
働
孝
昭
先
生
」
を
お
迎
え
い
た
し
ま

す
。ぜ

ひ
ご
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

初
心
者
の
方
大
歓
迎
で
す
。

日
時u

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

場
所u

あ
ん
ず
の
丘
押
花
館
（
菊
鹿
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

…
菊
鹿
フ
ラ
ワ
ー
バ
ン
ク

1
48
‐
３
９
６
０

問
合
せ

練
に
地
元
特
産
品
「
植
木
す
い
か
」
で

激
励
し
た
り
、
各
種
研
修
に
そ
れ
ぞ
れ

100
名
も
の
父
兄
会
員
が
参
加
し
て
す
る

な
ど
意
欲
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

Ｈ
18
年
度
の
主
な
事
業
も
、
各
部
隊

慰
問
、
部
隊
研
修
お
よ
び
入
隊
予
定
者

激
励
会
な
ど
Ｈ
17
年
度
を
さ
ら
に
上
回

る
よ
う
計
画
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

来
賓
の
中
嶋
山
鹿
市
長
が
「
父
兄
会

の
活
動
を
通
じ
、
防
衛
意
識
を
普
及
高

揚
さ
せ
、
若
者
が
国
防
に
つ
い
て
考
え

る
よ
う
な
環
境
つ
く
り
に
邁
進
し
て
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

▲３年生理科モンシロチョウの観察から

▲算数の授業風景から
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６６月月

案内板案内板

おお
知知
らら
せせ

今
月
の
市
税
・
国
保
税
の
納
期

６
月
30
日
F
は
市
県
民
税
第
１
期
及

び
国
民
健
康
保
険
税
第
３
期
の
納
期
限

と
な
っ
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
の
方
も
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

日
時u

６
月
28
日
D
・
29
日
E

30
日
F

午
後
８
時
ま
で

場
所u

本
庁
税
務
課
窓
口

※
市
税
・
国
保
税
は
、
納
期
限
を
過
ぎ

る
と
年
利
一
四
・
六
％
の
延
滞
金
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず

に
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

…
本
庁
税
務
課1

43
‐
１
１
４
４

問
合
せ

夜
間
収
納
と
納
税
相
談
窓
口

有
料
指
定
ご
み
袋
制
に
お
け
る
18
年

度
山
鹿
市
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
手
数

料
の
収
納
を
左
記
の
卸
問
屋
に
取
り
扱

わ
せ
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

取
扱
期
間u

Ｈ
18
年
４
月
１
日
〜

Ｈ
19
年
３
月
31
日
ま
で

【
取
扱
業
者
】

・
#
堤
商
店

・
#
堀
商
店

・
2
原
食
品

・
山
鹿
市
商
工
会
　
　
　
（
順
不
同
）

…
環
境
課
　
1
43
‐
７
２
１
１

問
合
せ

相相
　　
談談

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
。

日
時u

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所u

本
庁
福
祉
課

内
容u

家
庭
や
児
童
に
つ
い
て
の
相
談

…
本
庁
福
祉
課1

43
‐
１
１
６
７

問
合
せ

社
会
保
険
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談

を
受
け
ま
す
。

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

日
時u

６
月
14
日
D
・
28
日
D

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所u

市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室

…
本
庁
国
保
年
金
課

1
43
‐
１
５
３
０

問
合
せ

家
庭
児
童
相
談
・
婦
人
相
談

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時u

６
月
８
日
E

午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所u

青
少
年
ホ
ー
ム
（
市
役
所
裏
）

…
本
庁
商
工
振
興
課

1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

消
費
生
活
相
談

社
会
保
険
出
張
相
談

※
w
子
ど
も
生
活
相
談
は
す
べ
て
の
地

区
に
お
い
て
要
予
約
で
す
。

※
法
律
・
警
察
相
談
は
要
予
約
で
す

【
山
鹿
】

q
一
般
相
談u

６
月
２
日
F

w
子
ど
も
生
活
相
談u

６
月
９
日
F

e
消
費
生
活
相
談u

６
月
16
日
F

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

q
一
般
相
談u

６
月
１
日
E

w
子
ど
も
生
活
相
談u

６
月
８
日
E

e
司
法
相
談u

６
月
15
日
E

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　
　

場
所u

鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】

q
一
般
相
談u

６
月
７
日
D

w
子
ど
も
生
活
相
談u

６
月
14
日
D

e
法
律
相
談u

６
月
21
日
D
要
予
約

q
と
w

午
前
９
時
〜
正
午

e

午
前
10
時
〜
正
午

場
所u

菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館
　
　
　

1
48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

q
一
般
相
談u

６
月
６
日
C

w
子
ど
も
生
活
相
談u

６
月
13
日
C

e
警
察
相
談u

６
月
20
日
C
要
予
約

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

心
配
ご
と
相
談

【
鹿
央
】

q
一
般
相
談u

６
月
５
日
B

w
子
ど
も
生
活
相
談u

６
月
12
日
B

e
心
の
悩
み
相
談u

６
月
19
日
B

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　
　

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

…
社
会
福
祉
協
議
会
・
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

身
体
障
害
者
（
児
）
に
関
す
る
相
談

全
般
を
お
受
け
し
ま
す
。

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
お
電
話

で
も
受
付
で
き
ま
す
。

日
時u

６
月
29
日
E

正
午
〜
午
後
２
時
受
付

場
所u

山
鹿
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

…
い
き
が
い
推
進
課

1
43
‐
０
０
５
２

問
合
せ

身
体
障
害
者
（
児
）
巡
回
相
談

市
で
は
、
高
齢
者
福
祉
事
業
と
し
て

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

利
用
申
請
を
随
時
受
付
け
ま
す
。

対
象
者u

q
〜
r
全
て
満
た
す
方

q
市
内
居
住
者
で
高
齢
者
の
み
の
世
帯

w
住
民
税
非
課
税
世
帯

e
家
庭
で
の
移
送
ま
た
は
路
線
バ
ス
等

の
利
用
が
困
難

r
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
内
容u

市
が
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付

し
、
指
定
タ
ク
シ
ー
を
利
用
後
、

料
金
精
算
時
に
タ
ク
シ
ー
券
を

使
う

※
１
ヶ
月
２
、
０
０
０
円
が
上
限

…
い
き
が
い
推
進
課

1
43
‐
０
０
５
２

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

問
合
せ

平
成
18
年
に
金
婚
を
迎
え
ら
れ
る
方
の

調
査
を
、
嘱
託
員
お
よ
び
老
人
ク
ラ
ブ
を

通
じ
て
お
願
い
し
て
い
ま
す
。（
鹿
央

町
・
鹿
本
町
を
除
く
）

今
回
該
当
さ
れ
る
方
は
、
昭
和
31
年
に

結
婚
ま
た
は
同
居
し
、
満
50
年
を
迎
え
る

ご
夫
妻
で
す
。

な
お
、
鹿
央
町
・
鹿
本
町
の
方
の
申
込

は
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ
直
接
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

…
い
き
が
い
推
進
課

1
43
‐
０
０
５
２

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

鹿
北
1
32
‐
３
１
１
１

菊
鹿
1
48
‐
３
１
１
１

鹿
本
1
46
‐
３
１
１
２

鹿
央
1
36
‐
３
１
１
４

問
合
せ

現
在
児
童
手
当
を
受
給
中
の
方
は
、

引
き
続
き
受
給
で
き
る
か
ど
う
か
の
確

認
の
た
め
、
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
出
が
必
要
な
方
に
は
通
知
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
左
記
書
類
を
そ
ろ

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
な

い
と
、
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

【
届
出
に
必
要
な
物
】

q
現
況
届
出
用
紙

w
印
鑑

e
健
康
保
険
証

【
今
年
１
月
２
日
以
降
に
山
鹿
市
に
転

入
し
た
人
】

q
〜
e
以
外
に
、
前
住
所
地
の
所
得
証

明
（
児
童
手
当
用
）
が
必
要
で
す
の
で
、

前
住
所
地
の
役
所
等
で
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

…
子
育
て
支
援
課

1
43
‐
１
５
１
４

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

鹿
北
1
32
‐
３
１
１
１

菊
鹿
1
48
‐
３
１
１
１

鹿
本
1
46
‐
３
１
１
２

鹿
央
1
36
‐
３
１
１
４

児
童
手
当
の
現
況
届

問
合
せ

地区名 氏名 電話

山　鹿

鹿　北

菊　鹿

鹿　本

鹿　央

藤森　純也
近藤　安隆　
野満　孝子
松江　和子
古川　芳史
東　　正隆
松井　武徳
古庄美津子
田中　政次
福永　文子　
江藤　朝子
黒田喜久夫

43-3557
43-6547
43-3638
43-3796
32-4088
48-3837
48-2008
46-3856
46-3039
46-4394
36-2672
36-2606

山鹿市人権擁護委員名簿

困りごと、心配ごとがありましたら、次の人権
擁護委員が相談をお受けします。相談は無料で、
秘密は固く守られます。お気軽にご相談ください。

…本庁人権啓発課
1４３‐１１９９

６月１日は
「人権擁護委員の日」

問合せ

６
月
は
環
境
月
間
で
す

６
月
４
日
A
「
熊
本
県
環
境
美
化
行

動
の
日
」
を
中
心
に
、
市
内
全
域
で
清

掃
活
動
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

…
環
境
課

1
43
‐
７
２
１
１

問
合
せ

同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
問
題
に
対
す
る
意
識
を
高
め

る
た
め
の
講
座
で
す
。

期
間u

６
月
〜
３
月
（
月
１
回
）

午
後
１
時
半
〜
午
後
３
時
半

場
所u

山
鹿
中
央
公
民
館

鹿
本
生
涯
学
習
健
康
セ
ン
タ
ー

（
ひ
だ
ま
り
）

対
象
者u

人
権
・
同
和
問
題
に
理
解
と

熱
意
の
あ
る
方

申
込
締
切u

６
月
15
日
E

…
社
会
教
育
課

人
権
教
育
係

1
43
‐
１
６
５
１

問
合
せ

【
山
鹿
市
環
境
基
本
計
画
策
定
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
メ
ン
バ
ー
】

環
境
基
本
計
画
に
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
（
検
討
会
議
）
を
開
催
し
ま
す
。

そ
の
た
め
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

ご
み
問
題
や
自
然
保
護
、
地
球
温
暖
化

な
ど
山
鹿
市
の
環
境
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

応
募
要
件u

満
18
歳
以
上
で
山
鹿
市
の

環
境
に
つ
い
て
高
い
関
心

の
あ
る
方

募
集
期
間u

６
月
１
日
E
〜
30
日
F

【
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ

事
業
参
加
事
業
者
】

環
境
管
理
シ
ス
テ
ム
「
エ
コ
ア
ク
シ

ョ
ン
21
」
の
構
築
を
目
指
す
事
業
者
を

支
援
し
ま
す
。
約
半
年
間
か
け
て
専
門

家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
無
料
で
受
け
な
が

ら
来
春
の
シ
ス
テ
ム
登
録
・
認
証
を
目

指
し
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
等
の
経
費
削
減
、

そ
し
て
「
環
境
経
営
」
事
業
者
と
し
て

の
認
証
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
要
件u

市
内
の
事
業
者
で
エ
コ
ア

ク
シ
ョ
ン
21
を
構
築
し
よ

う
と
す
る
事
業
所

募
集
期
間u

６
月
１
日
E〜

８
月
31
日
E

※
い
ず
れ
の
申
込
も
環
境
課
で
受
け
付

け
ま
す
。（
平
日
午
前
８
時
半
〜
午
後
５

時
ま
で
。
土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

…
環
境
課
　
1
43
‐
７
２
１
１

5
43
‐
０
７
５
７

kankyoh@
city.yam

aga.lg.jp

問
合
せ

環
境
課
よ
り
募
集

募募
　　
集集

動物取扱業について、届出制から登録制に変わり
ました。動物の販売、保管、貸出し、訓練、展示
を行う場合は、動物取扱業の登録を受ける必要が
あります。
申請手数料u１件あたり15,500円

（同時申請の場合２件目以降は11,000円）
【動物取扱業者の一例】
販売＝小売業、卸売業、販売目的の繁殖または輸

入業、飼養施設を持たないインターネット

動物の販売や保管などを
行っている皆さまへ★ ★

等による通信販売業
保管＝ペットホテル業、美容業（預かる場合）、ペ

ットシッター
貸出＝ペットレンタル業、繁殖用等動物派遣業
訓練＝動物の訓練・調教業、出張訓練業
展示＝動物園、水族館、動物ふれあいテーマパー

ク、移動動物園、乗馬施設、アニマルセラ
ピー業
…山鹿保健所　　1４４‐４１２１問合せ

金
婚
夫
婦
該
当
者
調
査

市
高
齢
者
等
外
出
支
援
タ
ク

シ
ー
利
用
助
成
事
業

有
料
指
定
ご
み
袋
制
に
お
け

る
卸
問
屋
に
つ
い
て

人
権
同
和
問
題
モ
ニ
タ
ー
養
成

講
座
の
受
講
生
募
集

故　松野頼三　氏
市民告別式のご案内

山鹿市名誉市民松野頼三氏には去る５月10日逝去されました。
つきましては故人のご遺徳を偲び追悼の意を表すべく市民告
別式を執り行います。
なお、誠に勝手ながらご供花ご供物ご香典の儀は固くご辞退
申し上げます。
日時u６月17日G 11：30受付　13：00開式
場所u山鹿市あんずの丘多目的体育館

「グリーンパルス」（菊鹿町）
…秘書課　　1４３‐１１１０問合せ
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k第７回押し花大好き仲間たち作品展
お花が大好き、押し花が大好き仲間たちの作品展
期間u６月11日Aまで
時間u８：30～20：00

お菓子の香梅　山鹿店（鹿校通）
＊お問い合せは堀川まで　1４３‐７５４３

【
２
等
陸
・
海
・
空
士
】

応
募
資
格u

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

採
用u

Ｈ
18
年
７
月

試
験
期
日u

６
月
10
日
G

受
付
期
間u

６
月
７
日
D
ま
で

試
験
種
目u

筆
記
試
験
・
口
述
試
験

適
性
検
査
・
身
体
検
査

【
２
等
海
士
】

応
募
資
格u

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
女
子

採
用u
Ｈ
18
年
７
月

試
験
期
日u
６
月
11
日
A

受
付
期
間u
６
月
７
日
D
ま
で

試
験
種
目u

筆
記
試
験
・
口
述
試
験

適
性
検
査
・
身
体
検
査

…
自
衛
隊
熊
本
地
方
連
絡
部
山
鹿
募
集

事
務
所
　
　
　
　
　
1
43
‐
７
４
５
７

と
も
び
き
塾

６月
開催日 行　事　名 時間 料金

日中
－
夜間

有料
－
関係者

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
までどうぞ（1４４‐４００４）

10日G

14日D

26日B

４日A

11日A

18日A

25日A

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時６
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

＊都合により変更になる場合があります（鹿本郡市医師会）

うちだ内科／山鹿整形外科谷産婦人科医院
幸村医院
松尾医院／前原耳鼻咽喉科医院
山鹿中央病院
平井藤岡医院／佐藤クリニック

k鹿北水彩画教室作品展
鹿北水彩画教室会員16名の静物・風景などの作品を展示　
期間u６月１日E～15日Eで（最終日は15：00まで）

kかもと乳児園　線と形の色遊び展
６歳以下のこどもたち18人の作品展です。
期間u６月16日F～30日Fまで（最終日は15：00まで）

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
1４４‐４８３５
時間u11：30～21：00（日曜定休）

k夏の涼しさを呼ぶ絣・かやフェアー展
久留米絣で作ったモンペ、パンツ、ワンピース、ブラウ
ス。かやで作った帽子、ベスト、のれんなど約30点を展示　
期間u６月５日B～30日Fまで

Taverna蔓薔薇（日吉町） 1４３‐８９２０
時間u10：00～18：00（水曜定休）

松井誠公演
休館日
狂言教室

中
小
企
業
の
人
材
養
成
と
な
り
ま
す
。

研
修
内
容u

財
務
改
善
、
経
営
課
題
解

決
、
販
売
促
進
、
リ
ー
ダ

ー
の
能
力
開
発
、
新
規
生

産
・
技
術
な
ど
の
コ
ー
ス

※
受
講
料
・
宿
泊
料
等
に
つ
い
て
経
費

の
２
分
の
１
以
内
で
（
１
名
に
つ
き

10
万
円
を
限
度
・
１
事
業
所
３
人
ま

で
）
助
成
し
ま
す
。

…
商
工
振
興
課1

43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

中
小
企
業
大
学
人
吉
校
Ｈ
18
年

度
研
修
生
募
集

申
込
・
問
合
せ

木
工
体
験
を
し
て
、
お
栗
茶
屋
で
限

定
メ
ニ
ュ
ー
を
食
べ
て
、
画
家
か
ら
水

墨
画
を
直
伝
し
て
も
ら
う
企
画
で
す
。

期
日u

６
月
18
日
A
・
25
日
A

午
前
10
時
　
木
遊
館
集
合

募
集
人
数u

各
20
名

参
加
料u

３
、
０
０
０
円

…
木
遊
館
　
1
32
‐
２
１
５
０

問
合
せ

水
墨
画
教
室

中央公民館でパソコン教室を開講し
ます。コースは全部で７つ。自分にあ
ったコースを選んでチャレンジしてみ
ませんか？
なお、第２期を10月～12月、第３期
を１月～３月に実施します。また、お
近くの各公民館にもパソコン講座が予
定されています。お気軽におたずねく
ださい。

◇◆◇ 山鹿市中央公民館 出来る！パソコン講座 第１期生募集！ ◇◆◇

パソコン初心者
パソコン初心者
パソコンタイピング
パソコンワープロ
簡単メールとブログ
インターネットで得する
名簿・住所録作成

起動から最低限の基礎体験
起動から最低限の基礎体験
キーボードの使いこなし
文章入力のコツ・文章レイアウトとプリント
インターネットの立ち上げからメールなどの楽しみ
簡単なショッピングと販売
これで葉書・年賀状は安心

毎火曜　10：00～12：00
毎金曜　19：00～21：00
毎木曜　19：00～21：00
毎木曜　10：00～12：00
毎火曜　13：30～15：30
毎木曜　13：30～15：30
毎火曜　19：00～21：00

コース 講義日程（各コース全８回） 講習内容
A
B
C
D
E
F
G

日
時u

６
月
24
日
G
午
前
９
時
半
開
講

場
所u

山
鹿
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容u

講
義
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
音

楽
、
音
読
、
リ
ズ
ム
運
動
、
お

手
玉
、
お
は
じ
き
な
ど
）

参
加
費u２

、
０
０
０
円
（
資
料
・
教
材
代
）

持
っ
て
く
る
も
のu

上
靴
、
運
動
が
で
き
る
服

弁
当
、
筆
記
具
、
タ
オ
ル

申
込
期
限u

６
月
15
日
E

…
荒
木
1
43
‐
４
０
７
８

疋
田
1
43
‐
８
５
８
７

第
６
回
癒
し
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

申
込
・
問
合
せ

催催
　　
しし

日
時u

６
月
10
日
G

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

500
円

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会
・

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

日
時u

６
月
25
日
A

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

500
円

＊
宗
派
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

筆
記
用
具
、
メ
モ
帳
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

心
の
幸
せ
創
り
教
室

遺
族
の
悲
し
み
を
分
か
ち
合
う
会

日
時u

６
月
16
日
F

午
後
７
時

場
所u

法
事
の
館
　
夢
想
庵

テ
ー
マu

100
万
人
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

「
キ
ャ
ン
ド
ル
つ
く
り
」

講
師u

あ
か
り
・
か
お
り
ク
リ
エ
ー
タ
ー

野
田
洋
市
氏
（
野
田
武
一
商
店
）

会
費u

500
円

※
お
預
か
り
し
、
葬
祭
支
援
費
に
し
ま
す

…
法
事
の
館
夢
想
庵

1
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

期
間u

６
月
17
日
g
〜
８
月
31
日
E

年
齢u

16
歳
〜
49
歳

定
員u

12
人
程
度

募
集
期
間u

６
月
１
日
E
〜
30
日
F

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

申
込
方
法u

電
話
連
絡
後
、
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

…
地
域
振
興
公
社

1
43
‐
０
１
１
１

山
鹿
市
民
プ
ー
ル
監
視
員
募
集

申
込
・
問
合
せ

日時u６月５日B ９:００～１９:００　受付
場所u山鹿保健所
内容uエイズ検査（希望者は性器クラミジア感染

症・梅毒も可）
対象者u感染等の心配がある方（感染後３ヶ月以

上経過していること）
費用・その他u無料（匿名可）
※エイズ＝採血後約１時間、性器クラミジア感染

HIV検査普及週間
エイズ即日検査を実施★ ★

症・梅毒＝採血から１週間後通知
申込方法u６月２日F午後５時まで電話予約
※通常検査は、第1・3・5週月曜日午前10時～
正午（即日通知）、第2週月曜日午後５時～午後
７時（採血から１週間後通知）、第4週月曜午後
３時～午後５時（採血から１週間後通知）です。

…山鹿保健所保健予防課
1４４‐４１２１

申込・問合せ

日時u６月10日G～11日A

場所u道の駅かほく「小栗郷」
内容u10日G 野点（10：00～15：00）300円

※先着300名（お抹茶、生菓子付）
鹿北中、城北高校ブラスバンド
演奏会（正午～）

しょうぶまつり
道の駅かほく「小栗郷」★ ★

11日A 500万人記念抽選会（9：00～）
※空くじなし先着1,000本
茜太鼓、よさこいソーラン
（正午～）

…道の駅かほく「小栗郷」
1３２‐４１１１

問合せ

自
衛
官
募
集

初回日
７月18日
７月21日
７月20日
７月20日
７月18日
７月20日
７月18日

受講対象者u市内在住・在勤の人
定員u各コース15人（定員になり次第

締め切ります）
※人数が10人に満たない場合、開講
できません。

申込期限u６月30日Fまで
申込場所・方法u
中央公民館の窓口で受講料を添えて
直接申し込んでください。

※電話やハガキでの申込は不可
受講料u１コース　3,000円
※別途教材費が必要
講師u野小生　和久

…山鹿市中央公民館
1４３‐１１０１

問合せ
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赤赤ちちゃゃんん とと みみんんなな のの 健健康康情情報報ご注意を
赤ちゃんの行事には母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください

 

 

赤赤ちちゃゃんん大大募募集集！！

佐藤　和花奈
わ か な

さん（右）
（H15.6.5生れ）

由梨
ゆうり

さん（左）
（H17.5.25生れ）
鹿校通（山鹿）

Qパパママからメッセージ
お世話好きなお姉ちゃん、
ものしりなたかひろお兄ちゃ
んに可愛がってもらってね

Qパパママからメッセージ
テクテクどこまでもあん
よしてニコニコ笑顔の夢ち
ゃん。夢ちゃんの笑顔でみ
んな幸せな気分でいっぱい
です。

井　夢香
ゆめか

さん
（H17.2.20生れ）

熊入町（山鹿）

Qお兄ちゃんからのメッセ
ージ
歩けるようになったら一
緒にお外で遊ぼうね！

荒木　陸翔
りくと

さん
（H17.9.24生れ）

山鹿（山鹿）

問合せVol.15
幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」
営業時間
午前10時～午後10時
（プール・ジムは午後９時半まで）
休館日 毎週木曜日
1４２‐５１００

もうすぐ憂鬱な「梅雨」の季節がやってきます。雨が続
くと外へ出かけるのがうっとうしくなる上に、健康のため
と続けてきたジョギングやウォーキング、散歩も出来なく
なってしまいます。
そんな時こそ屋内施設でおもいっきり汗をかいて身体を

動かしてみてはいかがですか。
例えば「ゆ～かむ」では、
１　温泉にゆっくり（岩風呂・桧風呂）
２　温水プールでスイミング
水深110cm、25m×4コースでウォーキング、スイミン

グ、フリーコースがあります。プールサイドにはサウナ、
寝湯、打たせ湯、圧注浴、気泡浴があります。
※水着・キャップ着用です。
３　トレーニングルームで身体づくり

16種類のマシンが利用できます。（中学生以下は利用で
きません）
※トレーニングウェアーと屋内シューズ着用です。
４　スタジオで各種教室に参加
エアロビクス教室（有料）やストレッチ、バランスボー

ルを使った教室（無料）を実施してます。
５　車椅子のままでも入れるお風呂
６　レストランで身体の中から健康に
７　休憩室でちょっと一服（無料）
８　ナイターもできるテニスコートでリフレッシュ
などの施設があります。

雨でも身体を動かすことは可能です。どんどんこのよう
な施設を利用してうっとうしい梅雨を乗り切りましょう。

梅雨だからこそ
～爽やかに過ごしてみては？～

日時u６月５日B 山鹿・菊鹿
日時 ６月12日B 山鹿・鹿北
日 ６月19日B 山鹿・鹿本
日 ６月26日B 山鹿・鹿央

鹿北・菊鹿・鹿本・鹿央は、13：30～15：00まで受付
山鹿のみ、13：20受付・13：30開始

場所u山　鹿→山鹿健康福祉センター
場所u鹿　北→鹿北総合支所
場所u菊　鹿→菊鹿健康福祉センター「ひまわり館」
場所u鹿　本→鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
場所u鹿　央→鹿央総合支所

母子健康手帳交付乳幼児健診

集団予防接種

k山鹿健康福祉センター
＊３～４か月児健診（18年２月生）
日時u６月20日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊７～８か月児健診（17年10月生）
日時u６月27日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊１歳６か月児健診（16年10月生）
日時と対象u
６月６日C 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
６月15日E 山鹿q（山鹿・大道校区）
いずれも、13：30～14：00受付

＊３歳児健診（15年２月生）
日時と対象u
６月16日F 山鹿q（山鹿・大道校区）
６月23日F 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：00受付

k鹿本生涯学習・健康センターひだまり
＊乳児健診（17年10月・18年２月生）
日時u６月13日C 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿
＊１歳６か月児健診（16年10月・11月生）
日時u６月22日E 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿

日時u６月５日B／菊鹿、12日B／山鹿・鹿北
19日B／鹿本、26日B／鹿央

いずれも、９：30～11：00まで受付
場所u山鹿・菊鹿・鹿本→母子健康手帳交付と同じ

鹿北→鹿北老人福祉センター
鹿央→鹿央多目的研修センター

kＢＣＧ（生後３～６か月児未満）
日時u６月14日D 13：45～14：30受付、診察14：00から
場所u鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」

kポリオ（生後３～90か月児未満）
日時と場所u
６月７日D 山鹿健康福祉センター

14：00～14：30受付（診察は14：00から）
６月21日D 鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」

13：45～14：30受付（診察は14：00から　　

育児相談

お問い合わせは、各総合支所の保健師まで
山　鹿　1４３‐００５０　鹿　北　1３２‐３１１１
菊　鹿　1４８‐３１１１　鹿　本　1４６‐３１１２
鹿　央　1３６‐３１１４

対象者u満80歳以上で、自分の歯が20本以上ある健康な高
齢者(ただし、前回までの県大会出場者を除く。)

実施方法u対象者に該当する方は、最寄りの県歯科医師会
会員の歯科医院に申し込み、無料で診査を行う。

実施期間u平成18年度は、平成19年３月31日まで
…熊本県歯科医師会　1096-343-8020
もしくは、最寄りの県歯科医師会会員の歯科医院

高温多湿の日本の夏は、食中毒菌にとって絶好の環境。食
品の冷凍技術など進歩しているにもかかわらず、食中毒の発
生件数はまだまだ多数。その理由は、食中毒菌が意外な盲点
に潜んでいるから。この季節に徹底した衛生管理で敵を完封
し、「いまそこにある危機」を未然に防ぎましょう。
食中毒の３原則は、
食中毒菌を「つけない、増やさない、殺す」です。

◆食材の購入
・消費期限を確認して新鮮なものを。
・肉や魚などは水分がもれないようにそれぞれ分けて包む。
◆保存
・冷蔵庫は10℃以下、冷凍庫は-15℃以下に維持。
・冷蔵庫や冷凍庫の詰めすぎに注意。７割程度で。
◆下準備
・包丁やまな板は、肉用・野菜用など別々に揃えて、使い分
けると安全。
・冷凍食品の解凍は冷蔵庫の中や電子レンジで。解凍が終わ
ったらすぐ調理。
◆調理
・料理を途中で止める時は、細菌がつかないように冷蔵庫へ。
・加熱は十分に。中心部分が75℃で１分以上が目安。
・電子レンジを使う場合、熱の伝わりにくい物は時々かき混
ぜる。
◆食事
・温かい料理は温かく（65℃以上）、冷たい料理は冷たく
（10℃以下）。
・調理前や調理後の料理は、室温に長く放置しない（O157は
室温でも約20分で2倍に増える）。

食中毒

場所と日時u
q山鹿市役所
６月21日D ９：30～11：30／12：30～15：30

w鹿本町生涯学習・健康センター「ひだまり」
６月22日E ９：30～11：30／12：30～15：30

献血にご協力ください

k訂正とお詫び
５月１日号「健康情報」で掲載した～無料歯科検診～の
鹿本郡市医師会は、鹿本郡市歯科医師会の誤りでした。
訂正してお詫びします。

平成18年度「高齢者のよい歯のコンクール」

問合せ

◆料理の保存
・残った料理は速く冷めるように浅い容器に小分けして保存。
温めなおす時は75度以上で加熱。
・時間がたちすぎたり、少しでも怪しいと思ったら、食べず
に捨てる。
発熱や下痢など、初期症状がかぜに似ているため、そのま
ま見過ごし、重症化するケースも増えています。以上のよう
な症状がみられたら、かかりつけ医に相談しましょう。
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※４月中の届出受付分を掲載しています

◆おくやみ◆
山 鹿
山　鹿　泉　　才さん(89)   弓掛ナヲさん(89)

山本　桂さん(71)   原賀峰人さん(64)
川原シズエさん(89)   合志正義さん(83)
池田幸吉さん(83)   今村トモエさん(75)

米　田　松永清美さん(83)   
川　辺 井口テルコさん(95)   倉原ハツミさん(94)
八　幡 池田幸雄さん(75)   大場治之さん(81)
平小城　永田秀雄さん(86) 
三　岳 平川リキさん(97)   池田昭博さん(67)

宮内タミ子さん(78)   松尾ロキさん(98)  
浦田武一さん(84)

三　玉 木庭義則さん(67)
大　道 土井宅三さん(92)   田中フクヨさん(67) 

山下トシさん(97)   石川輝昭さん(72)
伊織貴和子さん(50)   

鹿 北
岳　間 本田ツヤトさん(93) 
岩　野 野中　登さん(84)   阿蘇品トジコさん (89) 
広　見 白木武知さん(77)   
菊 鹿
内　田 富田トメオさん(83)   栗原清登さん(88) 
六　郷 渕上ミキヲさん(84)   闍木み志子さん(93)

佐々木末晴さん(74)   下田霪女さん(93)
竹下公人さん(72)

城　北 顴永公一さん(58) 平井國闊さん(67)

鹿 本
来　民 宮本團藏さん(76) 栗原サツキさん(83)

古荘トシ子さん(88) 西川モモエさん(91)
稲　田 谷口朝雄さん(88)    坂本イチさん(90)

田中タエさん(90)    古閑則康さん(83)
仲間ヤチコさん(78) 

中　富　吉田シゲさん(89)    財津ミヨシさん(90)
富田公男さん(91)

鹿 央
千　田 隈部ハルミさん(99)   則元ヒサエさん(99)

竹田武広さん(55)
米野岳 森野逸雄さん(68)  

お
よ
ろ
こ
び
・
う
ぶ
ご
え
・
お
く
や
み

◆およろこび◆
山 鹿
山　鹿 西村威志さんQ鈴木鮎美さん

五嶋竜也さんQ繁田百合香さん
山元雄介さんQ安部明日香さん　

米　田　福山誠一さんQ池田美香さん
八　幡 塚本章博さんQ日隈由起さん

古閑孝史さんQ平山志保さん
吉川博志さんQ大野美沙さん

三　岳　上野拡司さんQ井上麻輝さん
中村修二さんQ島川　優さん

大　道 顴川秀年さんQ森　有紀さん
児玉　忠さんQ小泊久美子さん

菊 鹿
城　北 大鶴文博さんQ小松香織さん

◆うぶごえ◆
山 鹿
山　鹿 園木秀宜さん　甲斐唯菜さん

山口優來さん　山口真奈実さん
酒井たまきさん　中島羽美さん
辻　陽輝さん

米　田 緒方瑚紗さん　伊津野青空さん
八　幡　田闢桃華さん　古閑貴久さん

古閑智久さん
平小城 今田愛輝さん　
三　岳　古江舞美さん　中嶋桜郁さん
大　道 坂田依由さん　竹下琉夢さん

山内大夢さん　山元晃明さん　　　
中川　遥さん　中川　薫さん
若杉洸亮さん　野中亜海さん
永田崚祐さん

菊 鹿
内　田 原口竜也さん
六　郷　古閑結子さん　原口瑞姫さん

河原由奈さん
鹿 本
来　民 村上さくらさん　西山怜冶さん

児玉光明さん　
稲　田 田島　歩さん　
鹿 央
千　田 大木萌由さん　闍岡咲良さん

中村あゆさん

4月

▲今年も菊鹿町山の神の上田一成さん宅の庭では、
約200株のシャクナゲが美しい花を咲かせました！

　田ハツミさん（79）


